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教師 とい う職業の同僚性構築に寄与する教員養成 とは

福井大学教育学部長 ・大学院教育学研究科長

石井バークマン麻子

「初等教育研 究」 は、教育学部 と して ス ター トを切 った本学 部の紀要 と して

平成28年 度 に発刊 し、本 誌はそ の第3号 に当た ります。

ここに掲載 され た6編 は、教科横断的 な教材 開発や新 カ リキ ュラム上の コア

科 目に関す る実践研 究論文 、小学校 にお け る外 国語 教育等 を主題 と した論 文や

教科 専門の先生 方に よる共著論文等か ら構成 され ています。 本紀要 を ご覧 にな

った学内外 の方 々におかれ ま して は、忌慨 の ない ご意 見をお寄せ い ただ く とと

もに、今 後 とも、教育学部 ・教育学研究科 の教員 に よる実践的 な教 育研 究活動

への ご理解 とご支援 、 ご協 力を賜 ります よ うお願 いす る次第です。

ところで、 この原稿 を執 筆中の昨 日(平 成29年10月16日)、 福井県池 田町

立池 田中学校 の生徒 の 自死 に関す る調 査報告 が 、大 き く報道 され ま した。 現 時

点 で私は報告書 の内容 の全貌 は知 らず 、新聞や テ レビか らの限定的な報道情報

によ りこの文 章 を記 してい るため、不 十分 な論 点 にな る危 惧 があ ります。 が、

この事件 を出発点 に改 めて考 えた ことをい くつか記す ことに します。

①大学で教員 養成 に携 わる私たちは、教職 の魅 力 とともに、教師 にお け る責任

の重 さを どれ くらい 、 どの よ うに学生た ちに伝 えてい るか。

② 学生た ちが教師 となった時、児童 生徒の特性 をきちん と理解 しよ うと努 力 し、

保護者 との通 常の コ ミュニ ケーシ ョンを構 築 できる力 を培 ってい るか。

③ 孤立す るこ とな く、ひ とりよが りに もな らず 、同僚や管理職 に問題 の所 在 と

自分の悩 みや 意見 を言語化 して伝 達で き る力 と意思 を学生 たちは養 って い るか。

④ 現職教 員研修や大 学院 のプ ログラム等 におい て、学校マ ネジメ ン ト(特 に、

危機 管理 と人事)に 主体的 ・多角的 に取 り組む力 の醸成 に貢献 してい るか。

私たちは、大学 が組 織 ・提供す る さま ざま な場や機会 にお いて、学生 た ちが

これ らの こ とを、 自らの実践や 出会 い を通 して理解 し、記憶 に残 る よ うな知識

と経験の集積 を、 これ まで以上 に意識 したい ものだ と思います。 そ して私た ち

大学教員 自身 の、専 門性 の深 ま りと専 門 を超 えた同僚性 の構 築 に さらな る努力

を重ねたい と思います。
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